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1 古山　智敏 農業 71 男
大森区自治会役員評議員
農事改良組合長
土地改良管理組合役員

水稲・野菜
（34）

非該当 なし 大森区自治会 - - -
地域の農業の状況、関係団体との関わりについ
て十分な知識を持つ人物であるため推薦する。

2 土田　誠 農業 72 男 塩河自治会長
水稲・野菜

（95）
非該当 なし

塩河土地改良管理
組合

- - -
農業を自ら実施し、塩河地区全体における農業
のあり方についても、前進的な意見を持つ人物
であるため推薦する。

3 加藤　俊正 農業 73 男
JA可児営農指導課長
JAめぐみの農業指導課次長
元久々利水利総代長

水稲
（56）

非該当 なし 久々利自治連合会 - - -
農業委員にふさわしい見識を持った方であるた
め推薦する。

4 前川　真奈美 自営業 42 女 可児商工会議所女性会会長 なし 非該当 なし 可児商工会議所 - - -
見識があり中立的な考えをお持ちの方なので推
薦する。

5 大澤　宏保 農業 71 男
可児市農業委員会委員
川合自治連合会長
JAめぐみの地域運営委員

水稲・野菜
（30）

非該当 なし 川合農事改良組合 - - -
農業経験があり、誠実な人柄で、地域の各種役
員を歴任され、地域に貢献されているため推薦
する。
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6 渡邉　武 農業 73 男

北姫財産区委員
姫治自治連合会副会長
下切下自治会長
（学）姫治学園ひめ幼稚園理事

水稲・野菜
（19）

非該当 なし
姫治地区農事改良
組合

- - -
地域の農業・農地に精通し、農業の将来に関心
があり、取り組みに対しての考え方も持っている
方であるため推薦する。

7 奥村　武司 農業 82 男
可児市農業委員会委員
農事組合法人森本ファーム代表理
事

水稲・野菜
（1,600）

該当 なし 平牧農事改良組合 - - -
農業に対する取り組みが熱心で、他の方の模範
となっているので推薦する。

8 菱川　幸夫 農業 75 男
可児市農業委員会会長
全国指導農業士会会長
岐阜県農業会議所理事

野菜
（500）

該当 なし
今渡地区農事改良
組合

- - -
可児市の認定農業者であり、農業振興について
熱心で他の模範となるため推薦する。

9 山本　寛 農業 71 男

可児市農地利用最適化推進委員
帷子生産森林組合理事
帷子自治連合会副会長
菅刈自治会長

水稲・野菜
（27）

非該当 なし
帷子地区農事改良
組合

- - -

自治会の要職を歴任し、農業者のみならず地域
の方々の信頼を得ており、地域の農業振興に熱
意を持って取り組む資質を有しているため推薦
する。

10 江口　利広 農業 73 男
可児市農地利用最適化推進委員
団体退職後、農業経営

水稲・野菜
（22）

非該当 なし
下恵土農事改良組
合

- - -
可児市の農地利用最適化推進委員として3年間
活動され、地域の方からの人望も厚く信頼されて
いることから推薦する。
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11 山口　伸行 農業 68 男
坂戸自治会長
坂戸水利組合長
坂戸共有山管理会長

水稲
（28）

非該当 なし
坂戸地区農事改良
組合

- - -
農業に対する取り組みが熱心であり、他の方の
模範となっているので推薦する。

12 玉田　好二 農業 72 男 可児市農業委員
瀬田一号農事改良組合長

水稲・野菜
（40）

非該当 なし
広見東地区農事改
良組合

- - -
農業委員を１期務められ、知識もあり地域からの
信頼も厚いため推薦する。

13 金子　靖司 農業 63 男 山岸農事改良組合長
水稲
（35）

非該当 なし
広見地区農事改良
組合

- - -
長年稲作を営み、農業の知識も十分あり、他の
農業者の模範となっているため推薦する。

14 佐橋　和弘 農業 78 男
可児市農地利用最適化推進委員
土田土地改良管理組合長

水稲・野菜
（75）

非該当 なし
土田地区農事改良
組合

- - -
長年土地改良管理組合長を務められ、地域の農
業者からの人望も厚く、他の模範となっているた
め推薦する。
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1 荒尾　正行 自営業 77 男 自営業のかたわら農業に従事
野菜
（20）

非該当 なし
25年ほど野菜を栽培している。ここ5年ほどで農業委員会での手続きを通して、農業委員
会の役割や今後どのようなかたちで農業を守り農業を継続していくのか、多くの方と考え
ていきたいと考えたため。

応　募　理　由

応募の状況
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